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上段：前回評価

下段：今回評価
事業化
年度

完了予定
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－

－

再評価 1.2

(1.9)

[2.4]

※1 進捗率は、それぞれの全体事業費に対する進捗率を示す ：重点審議案件 ◆重点審議案件 （ａ）事業計画が顕著に変更された事業

※2  1段目　社会的割引率を4％に設定して算定したB/C の選定要件　 （ｂ）費用対効果（Ｂ／Ｃ）が顕著に減少する事業

　　(2段目)　　　〃　　 を2％に設定して算定したB/Cの参考値 （ｃ）推定事業費が顕著に増加する事業

　　[3段目]　　　〃　　 を1％に設定して算定したB/Cの参考値 （ｄ）事業の進捗予定が顕著に遅れている事業

（ｅ）その他、必要と判断したもの

事業の必要性・重要性に変化
はなく、費用対効果等の投資
効果も確保されているため

再～1 幾春別川総合開発事業 再評価後５年 S60

R12

R8

継続

『費用対効果分析実施
判定票』により確認
※斜体の数値は前回

評価結果を使用R3

同上 R12 1,667 約85％ 同上 2,203

1,667 約68％

・洪水調節：幾春別川の基準地点西
川向において、目標流量1,100m3/sの
うち400m3/sを調節し、河道への配分
流量を700m3/sとする。また、他のダ
ム等とあいまって、石狩川の基準地
点石狩大橋において、目標流量
14,400m3/sのうち、2,700m3/sを調節
し、河道への配分流量を11,700m3/s
とする。
・流水の正常な機能の維持：下流の
既得用水の補給等流水の正常な機能
の維持と増進を図る。
・水道用水の供給：桂沢水道企業団
に対して、新桂沢ダム地点におい
て、新たに1日最大8,640 m3の水道用
水の取水を可能とする。
・工業用水の供給：北海道に対し、
札幌市東区中沼町地先において、新
たに1日最大12,840m3の工業用水の取
水を可能とする。
・発電：新桂沢ダムの建設に伴って
新設される新桂沢発電所、いくしゅ
んべつ川発電所において、近年の電
力需要を踏まえた、最大出力
17,290kwの発電を行う。

2,203 2,606

「幾春別川総合開発事業」を「継続」とし
た対応方針（原案）案について、異議はあ
りません。
 当該事業は、度重なる石狩川流域の洪水
被害に対する重要な治水対策であることか
ら、地域の要望を踏まえ、早期完成を図る
ようお願いいたします。
 なお、事業の実施に当たっては、前回の
再評価時の道意見を踏まえつつ、徹底した
コスト縮減と適時適切な情報提供などの事
業執行の透明化を図るとともに、環境の保
全に十分配慮し、効率的・効果的な執行に
努めるようお願いいたします。

2,606

洪水調節、流水の正常な機能の維持、
水道用水の供給、工業用水の供給、発
電を目的として、石狩川水系の幾春別
川に昭和32年に建設された桂沢ダムを
嵩上げする「新桂沢ダム」と幾春別川
支流の奔別川に新設する「三笠ぽんべ
つダム」建設を進めている。

備　　考
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